
　米中貿易戦争は制裁関税の応酬で激化している。米中経済のいずれもダメージを受けているが、妥協の条件につ
いて簡単には折り合わない。実は、貿易戦争の本丸は貿易不均衡ではなく、ハイテク技術を巡る覇権争いである。
このまま貿易戦争が長期化していけば、グローバルサプライチェーンが大きく再編成される。日本企業にとって新しい
グローバルサプライチェーンにおいてどのような立ち位置を取るか、そのグローバル戦略が問われている。
　今回のシンポジウムでは、これからの地政学リスクについて米中問題の専門家による講演とパネルディスカッションを
もとに、今後のグローバルビジネス戦略のあり方の政策提言を行う。

令和
元年12月16日（月）
13：00～15：30／開場 12：30

主催・お問い合わせ

静岡県立大学グローバル地域センター
TEL：054-245-5600　FAX：054-245-5603
https://www.global-center.jp　E-mail：glc@u-shizuoka-ken.ac.jp

JRご利用の場合…静岡駅南口から車で15分または東静岡駅から徒歩5分
静岡鉄道ご利用の場合…長沼駅から徒歩12分

静岡県立大学グローバル地域センター
Global Center for Asian and Regional Research, University of Shizuoka

後   援
静岡県、（公財） 静岡県産業振興財団、（公社）ふじのくに地域・大学コンソーシアム、静岡県信用保証協会、
（一社）静岡県経営者協会、（公社）静岡県国際経済振興会、（一社）静岡県商工会議所連合会、静岡県商工会連合会、
静岡県中小企業団体中央会、（独）日本貿易振興機構静岡貿易情報センター、静岡県日中友好協議会、（公財）浜松
地域イノベーション推進機構（順不同・予定）

アクセス

開会あいさつ

基調講演
「米中対立の間にある諸問題」
NHK名古屋拠点放送局　局長　島田 敏男

講演
「米中新冷戦と日本の選択」
株式会社双日総合研究所　チーフエコノミスト　吉崎 達彦

講演
「米中対立の時代のＥＵ」
株式会社ニッセイ基礎研究所　研究理事　伊藤さゆり

研究発表
「米中対立と習近平政権のグローバル戦略」
静岡県立大学グローバル地域センター 特任教授　柯　隆

パネルディスカッション
コーディネーター NHK名古屋拠点放送局　局長　島田 敏男

シンポジウム

（敬称略）プログラム

開催日時

（静岡市駿河区東静岡2丁目3－1）

静岡県コンベンションアーツセンター
グランシップ11階 
会議ホール「風」

会 場

参加料
無料
定員200名
要・事前申込

会　 場

会場のご案内

と



と地政学リスク
シンポジウム

下記の申込書に必要事項をご記入のうえ、12月11日（水）までに、FAXまたは郵送にて「グローバル地域センター」までお送りください。
ホームページからもお申込みいただけます。なお、 定員となり次第、締め切ります。

〒420-0839 静岡市葵区鷹匠3-6-1 もくせい会館2階 静岡県立大学グローバル地域センター
●TEL：054-245-5600　●https://www.global-center.jp　
●E-mail: glc@u-shizuoka-ken.ac.jp 

シンポジウム

FAX・郵送先 FAX：054-245-5603 

氏　　名
フリガナ

会社・団体名

Eメールアドレス
今 後 、当 センター からの 講 演 会 の 案 内 を 希 望 す る 　 ・ 　 希 望 し な い

ご 勤 務 先 　  ・ 　  ご 自 宅 ○ を お 付 け く だ さ い 。

FAX：TEL：〒
参加確認書
の送付先

＊

グローバル地域センター 米中対立と地政学リスク（12月16日） 参加申込書

島田 敏男
しまだ としお

吉崎  達彦
よしざき たつひこ

伊藤 さゆり
いとう

柯　隆
か りゅう

プロフィール

1959年山梨県甲府市生まれ。1981年中央大学法学部政治学科卒。
NHKに入局し、福島・青森両放送局記者を経て報道局政治部記者。
中曽根総理番を手始めに政治取材に入り、法務省、外務省、防衛
省、与野党などを担当。首相官邸キャップ、政治部デスクを経て2001
年から解説委員。2006年より12年間「日曜討論」キャスターを担当。
2018年に解説副委員長から現職の名古屋拠点放送局長に転じる。

●NHK名古屋拠点放送局　局長

1963年中国南京市出身。1994年名古屋大学大学院経済学研究科
修士課程修了（経済学）。長銀総合研究所国際調査部研究員、富士
通総研経済研究所主席研究員を経て、2018年から現職。中国経済・
金融を専門とする日本の代表的エコノミスト。分析力に定評があり、国
内外で執筆・講演活動を行う。著書に、『中国「強国復権」の条件:「一
帯一路」の大望とリスク』（第13回樫山純三賞受賞）、当センターでの
研究成果をまとめた『日系自動車メーカーの中国戦略』（編著）ほか。

1960年富山県生まれ。1984年一橋大学卒、日商岩井㈱入社。広報
誌『トレードピア』編集長、米ブルッキングス研究所客員研究員、経済同
友会代表幹事秘書・調査役などを経て企業エコノミストに。日商岩井と
ニチメンの合併を機に2004年から現職。関心領域は日本経済、米国
政治、外交・安全保障論など。大阪経済大学客員教授、一般財団法
人 国際開発センター理事、NPO法人 岡崎研究所理事などを務める。

●株式会社双日総合研究所
チーフエコノミスト

1987年早稲田大学政治経済学部卒業後、日本興業銀行（現みずほ
銀行）を経て、2001年ニッセイ基礎研究所入社、2019年7月から現
職。早稲田大学大学院商学研究科修士課程修了。15年度より早稲
田大学商学学術院非常勤講師兼務。日本EU学会理事。著書に
「EU分裂と世界経済危機 イギリス離脱は何をもたらすか」（NHK出
版新書）、「英国のEU離脱とEUの未来」（共著、日本評論社）など。

●株式会社ニッセイ基礎研究所
経済研究部 研究理事

●静岡県立大学グローバル地域センター 特任教授
●東京財団政策研究所主席研究員

＊ご記入いただきました個人情報につきましては、静岡県立大学が開催する講演会のご案内にのみ使用いたします。
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